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中
神
琴
渓
（
一
七
四
四
～
一
八
三
三
。
近
江
の
人
。
名
は
孚
、
字
は

以
隣
、
通
称
は
右
内
、
堂
号
は
生
生
堂
）
は
『
生
生
堂
医
證
』
で
「
百

人
に
九
十
人
は
自
然
と
愈
る
も
の
な
り
。
是
は
平
和
の
剤
に
佳
な

る
者
な
り
。
沈
洞
瘤
疾
暴
病
の
類
に
至
て
は
、
攻
撃
に
非
れ
ば
救

う
事
態
は
ず
。
汗
吐
下
、
針
灸
、
刺
絡
、
灌
水
、
其
症
に
従
て
深

く
思
て
行
ふ
べ
き
な
り
」
と
述
べ
、
湯
液
以
外
に
も
多
種
の
治
療

を
用
い
た
。
と
り
わ
け
刺
絡
に
関
し
て
は
、
本
書
で
「
鍍
針
」
の

項
目
を
た
て
、
約
六
葉
に
わ
た
っ
て
本
療
法
の
必
要
性
や
効
果
、

ま
た
は
疹
病
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。
そ
こ
で
琴
渓
の
著
聿
二
生

生
堂
医
證
』
『
生
生
堂
雑
記
」
「
生
生
堂
治
験
』
『
生
生
堂
養
生
論
』

『
生
生
堂
中
神
家
方
書
』
の
刺
絡
関
連
条
文
と
治
験
例
を
調
査
検
討

し
、
考
察
を
加
え
た
。

関
連
条
文
に
つ
い
て
は
『
医
證
」
七
箇
所
、
「
雑
記
」
二
、
『
治

験
」
治
験
例
の
み
、
『
養
生
論
』
二
で
計
二
箇
所
見
出
さ
れ
た
。
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中
神
琴
渓
の
刺
絡

友
部
和
弘

な
お
「
中
神
家
方
聿
旦
で
は
、
四
○
病
門
中
八
病
門
に
「
緋
針
」

の
指
示
が
あ
る
。
条
文
で
は
郭
右
陶
『
疹
脹
玉
衡
』
（
本
書
の
詳
細

は
、
昨
年
当
学
会
で
発
表
済
）
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
そ
の
内
容

か
ら
も
熟
読
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
医
證
」

に
「
右
陶
は
始
め
て
此
術
を
行
い
。
：
、
一
家
を
成
し
て
玉
衡
を
著

し
た
る
も
…
、
其
術
を
神
に
せ
ん
と
欲
す
る
よ
り
…
人
の
取
ら
ぬ

よ
う
に
な
り
た
る
…
。
吾
（
琴
渓
）
門
は
右
陶
の
論
も
方
も
取
ら
ね

ど
も
、
針
を
以
て
毒
血
を
抜
く
こ
と
專
ら
に
行
う
に
、
此
術
に
て

効
を
取
る
事
甚
だ
多
し
。
是
全
く
右
陶
氏
の
賜
な
り
」
と
あ
る
。

治
験
例
は
、
『
医
證
』
一
三
例
、
『
雑
記
三
、
『
治
験
』
三
五
（
全

一
五
三
例
の
約
二
三
％
）
の
計
四
九
例
が
見
出
さ
れ
た
。
適
応
症
は

疹
病
が
一
五
例
（
約
三
一
％
）
で
最
多
。
病
名
を
記
す
も
の
は
、
癩

風
一
、
頑
癬
一
、
鵺
膝
風
二
、
瘡
一
、
脱
疽
一
の
計
六
例
。
上
挙

以
外
は
症
状
の
み
を
記
す
が
、
お
よ
そ
疹
病
・
化
膿
性
疾
患
・
腫

脹
瘻
痛
を
と
も
な
う
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
一
方
、
他
医
が
刺
絡

を
せ
ず
、
薬
の
み
を
与
え
死
亡
し
た
治
験
も
録
さ
れ
る
。
刺
絡
部

位
は
使
用
頻
度
の
高
い
順
に
、
患
部
一
○
回
、
委
中
八
、
尺
沢
七
、

口
吻
六
、
手
指
頭
・
實
胄
四
、
地
倉
・
少
商
・
期
門
二
。
委
中
・

尺
沢
を
頻
用
す
る
こ
と
は
、
琴
渓
が
刺
絡
の
効
果
を
あ
げ
る
う
え
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で
、
あ
る
程
度
大
量
の
採
血
を
必
要
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
さ

れ
る
。
ま
た
口
吻
部
位
の
頻
用
は
、
診
断
上
、
唇
の
色
調
を
重
視

し
、
か
つ
本
部
位
の
刺
絡
を
有
効
と
す
る
、
琴
渓
の
一
つ
の
特
徴

畢
星
て

と
い
え
よ
う
。
採
血
量
は
「
血
大
に
出
ず
」
「
血
出
て
澱
ぐ
が

如
く
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
大
量
で
、
逆
に
不
出
血
の
と
き
は
不
治

と
す
る
。
刺
絡
の
際
に
薬
の
服
用
の
有
無
は
、
約
七
二
％
に
併
用

が
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
刺
絡
を
優
先
的
に
行
う
も
の
は
約
六
七
％

た
ち
ど
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
治
癒
に
要
す
る
期
間
は
、
早
い
も
の
で
は
「
立
に

愈
ゆ
」
「
頓
に
愈
ゆ
」
と
記
さ
れ
、
長
い
も
の
で
は
三
日
に
一
度
の

治
療
で
半
年
に
及
ぶ
と
あ
る
。
刺
絡
を
行
う
器
具
に
は
、
皷
針
・

緋
針
・
三
稜
針
・
刀
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
刀
以
外
は
名
称

は
異
な
る
が
、
す
べ
て
出
血
を
目
的
と
す
る
針
具
で
あ
る
。

刺
絡
に
関
す
る
記
述
中
に
は
、
し
ば
し
ば
癌
病
と
い
う
現
代
医

学
で
は
把
握
し
が
た
い
病
名
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
琴
渓

が
癌
と
称
す
る
病
態
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
言
疹
脹
玉
衡
』
の

調
査
で
は
、
一
応
「
極
度
な
謹
血
状
態
を
示
す
重
篤
な
病
状
で
、
諸
種

の
疾
病
に
内
在
す
る
」
と
定
義
づ
け
た
）
。
そ
の
結
果
、
疹
病
は
い
ず

れ
も
瘤
疾
か
急
性
症
で
、
種
々
の
重
篤
な
症
状
を
呈
す
。
ま
た
治

療
に
関
し
て
は
、
刺
絡
が
必
須
で
あ
り
、
薬
の
み
で
は
無
効
か
再

三
再
発
を
繰
り
返
し
、
と
き
に
死
に
至
る
。
琴
渓
が
疹
病
と
す
る

も
の
は
以
上
の
よ
う
な
病
で
あ
っ
た
。

琴
渓
は
湯
液
医
家
で
あ
り
な
が
ら
、
刺
絡
に
も
精
通
し
て
い
た
。

琴
渓
の
刺
絡
の
端
緒
は
郭
右
陶
「
疹
脹
玉
衡
」
に
尽
き
る
。
治
験

例
の
記
述
法
も
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
一

方
、
条
文
に
は
「
右
陶
は
…
脈
症
対
せ
ぬ
を
以
て
癌
病
と
す
れ
ど

も
…
吾
門
は
先
ず
血
色
を
見
て
定
む
．
：
。
青
筋
に
は
却
て
毒
血
は

少
し
…
薄
く
青
み
の
見
ゆ
る
が
疹
な
り
」
と
記
し
、
疹
病
の
診
断

法
や
刺
絡
す
べ
き
血
管
（
癖
・
癖
・
青
筋
）
の
選
定
法
な
ど
、
琴
渓

は
右
陶
と
異
な
る
見
解
を
有
し
、
そ
の
術
や
理
論
に
は
独
自
の
も

の
が
認
め
ら
れ
た
。
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）


